


 

①真実告知やライフストーリーワークを行なっている地域が広がっている 

 まず確実に言えることは、社会的養護の子どもたちへの真実告知やライフストーリーワーク

といった実践を行なっている地域は、今や日本全国に広がっているということです。筆者が知

る限りでは、北海道から九州・沖縄地区まで、全国各地の児童相談所や児童養護施設等の入所

系児童福祉施設（以下、施設）・里親家庭で取り組まれているようです。 

もう少し正確に言うと、元々、日本全国で実践されている取り組みなのだと思うのですが、

各地からこうした実践に関する情報発信の機会が増えてきたため、「ウチの県でもやっていま

す」という新たな発信や、「自分たちがやっていた実践には『ライフストーリーワーク』とい

う名前があったのか！」という気づきが生まれているようです。 

 ただし、具体的な実践内容については、それぞれの地域ごとに特色や濃淡があります。子ど

もとの定期的・継続的な関わりを通じて“その子の人生の歴史”を振り返ることを目指してい

る地域もあれば、関わる大人の側が「どうやってやればいいだろうか？」と試行錯誤している

地域もあり、それぞれの地域事情があるようです。 

 

②地域単位での勉強会・研修会活動が活発になっている 

 真実告知やライフストーリーワークといった支援手法は、子どもにとって辛い過去の情報を

取り扱うことが多いため、子どもが動揺したり不安定になることがあります。そのため、児童

相談所と施設・里親がしっかり連携し、役割分担しながら進めていくことが必要です。 

 そこで、地域の関係機関が集まり、真実告知やライフストーリーワークの考え方・具体的な

支援方法等について、共に学ぼうとする地域が増えてきています。関係機関が合同で参加する

研修会や、定期的な勉強会活動がその例です。回数や内容は地域によって違いますが、社会的

養護の子どもに関わるさまざまな職種・立場の人たちが、同じ話を聞く・同じ支援手法を学ぶ

ことの意義はとても大きいようです。 

 一方で、さまざまな立場の人たちが一堂に会して同じ話を聞くことで、子どもの養育形態の

違い、具体的には施設・養育里親・養子縁組家庭といった違いによって、実施方法や留意点の

違いがあることも明確になるようです。養子縁組した子どものライフストーリーワークに児童

相談所がガッチリ関わることは全国的に見てもまだまだ少ないでしょうし、施設で暮らす子ど

もに対して施設や児童相談所が「あなたのことは一生責任を持って育てていく」というメッセ

ージを送ることは出来ません。子どもが暮らしている状況に応じて、細かいアレンジが不可欠

ですが、“その子の人生の歴史”を肯定的に扱うという基本的な考え方に違いはないので、や

はり地域の関係機関が共通理解を深めておくことは重要だと考えます。 

 

③「ライフストーリーワーク」の裾野は広い 

 三重県では、施設で暮らす子どもたちに入所理由や離れて暮らす家族の状況、幼い頃のその

子の様子などを伝え返していく取り組みを「真実告知とライフストーリーワーク」とか「生い

立ちの整理（振り返り）」と呼ぶことが多いのですが、同じ「ライフストーリーワーク」とい

う呼び名を使っている取り組み内容が、地域によって微妙に違っていることが分かってきまし



た。また、呼び名や内容は違うけれども“その子の人生の歴史を丁寧に扱う”という考え方に

基づくさまざまな取り組みが、全国各地で行なわれていることも分かってきました。 

 もしも、こうした取り組みを、近年関心が高まっている「ライフストーリーワーク」という

呼び名で括ったとすると、その内容は実に多様で、しかし少しずつ重なりを持った取り組みと

して整理できそうです。この状況を「ライフストーリーワークの裾野は広い」と表現してくれ

た人がいて、筆者も実に分かりやすい表現だと思い、よく使っています。 

 呼び方や内容は違っていても、「この子も、（短いなりに）かけがえのない人生を歩んでき

たひとりの人間であり、生みの親は間違いなくこの子の命の起源である」という視点で子ども

の将来に向けた支援を考え、組み立てていくことは、あらゆる社会的養護のカタチに共通する

ことだと筆者は考えます。真実告知やライフストーリーワークの考え方は、子どもに関わるす

べての関係者をこの原点に立ち返らせてくれるものではないでしょうか？ 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今日までを振り返って 

 

中勢児童相談所 一時保護課 鈴木 悠太 

 

保育士職で採用され、平成２７年８月から中勢児童相談所一時保護課配属となりました。そ

れまで児童養護施設に６年半、保育園・幼稚園に３年半勤めていました。 

私が保育士になりたいと思ったのは中学１年生の時、友だちの２歳の妹を遊んであげた時、

懐いてもらえたことがきっかけでした。その後中学・高校時代に保育園での職場体験やボラン

ティアに行き、中１の時の夢が変わることなく保育士になりました。 

保育士は今でも、「子どもと遊ぶだけやろ」、「楽そうやね」と言われることが多いので、そ

第１回・東海地区ライフストーリーワーク実践報告会が開催されました 

平成２８年１０月８日（土）、名古屋市で東海地区のライフストーリーワークに関す

る実践を報告し合うイベントが開催されました。 

当日は、地元の愛知県や名古屋市の社会的養護関係者をはじめ、静岡県・岐阜県・三

重県から約５０名が参加していました。また東海地区以外からの参加も数名あり、実践

の広がりが全国に渡っている様子がうかがえました。 

 実践報告の内容は、地域での勉強会活動・施設での実践報告・職場における人材育成

の取り組みと多岐にわたり、ライフストーリーワーク実践をさまざまな角度から考える

良い機会になりました。 

 これからも東海地区のつながりを通して、互いの地域の良い実践を参考にしたり取り

入れたりしながら、社会的養護の子どもたちへの真実告知やライフストーリーワークの

取り組みをますます充実させていきたいと思います。（北勢児童相談所 山本智佳央） 



のイメージを変えて、「保育」の重要性をより多くの人に理解してもらえるようにしたいと思

っています。一時保護所には中途採用ということで、まずは職員との良好な関係が築けるよう

にと努力しました。一時保護所は児童を直接指導する仕事なので、何よりも職員間の良好な関

係・意思疎通が大事だと思い目標にしました。戸惑うことも多くなかなか思うようにはいきま

せんでしたが優しく接していただけたので、児童の指導に対しても一緒に悩み、相談すること

で少しずつですが職員間の関係ができてきたと思います。 

日々悩むことばかりですが、自分にできることを一生懸命取り組み、自分の特長を生かして

いくことが毎日の目標です。 

勉強の毎日、悩む毎日で心身ともに大変ですが、向上心を持ち充実した日々を過ごしている

と思います。これからも大変な日が続くと思いますが、今に満足せずこれからも努力を続けて

いきたいと思います。 

 

 

 

今日までを振り返って 

 

北勢児童相談所 家庭児童支援三課 伊藤 拡世 

 

平成２７年４月に北勢児童相談所のケースワーカーとして勤務するようになってから、様々

なことを経験させてもらいました。前任者から引き継いで担当する相談がある上に新しい相談

が入ってくるため、目まぐるしく 1年が過ぎたように感じました。そうかと思えば、一人ひと

りの子どもの成長や家庭の変化を振り返ると、この 1年で多くのことを共に体験させてもらっ

たために時間の経過がゆっくりにも感じ、不思議な気分になります。 

入庁日に私はケースワーカーとして働くと聞き、福祉の仕事であることは分かっていました

が、具体的に何をすればよいのか、福祉について制度も法律もほとんど知識のない自分ができ

ることなのか、わからないことだらけでした。そんな状態でしたが、周りの先輩方に少しずつ

教えてもらって、どうにかやっていけるかなと思っていました。 

相談を継続している中には、子どもたちが幼少のころから関わり続けている家庭もあり、各

家庭の歴史の長さとその重さを感じることも多々あります。子どもそれぞれに性格、特徴、持

っている病気、障がい、関わる人や機関が異なり、家庭環境や保護者の性格、経済状況も千差

万別です。そのために当然、どういう対応を取るのか、どの機関がどのように関わっていくの

が一番子どものためになるのかが違ってきます。それがわかっているようでわかっていなかっ

たために、「わかったかもしれない」と思っても、次の瞬間にはこれまでの対応が通用しなか

ったり、新たな課題が出現したりして「やっぱりわからない」と落ち込むことの繰り返しでし

た。 

今でも何をすればよいのか、何となくわかってきたようで、やっぱりわからないことだらけ、

どのように対応してよいのか戸惑っていることだらけのために周りの方々に迷惑をかけ、たく



さんのお力をいただいています。入庁当初よりは子どもや保護者、周りの方に安心を与えるこ

と、役に立てることが増えていれば良いなと思います。これからもそうした部分が多くなるよ

う、精進していきます。 

 

 

 

今日までを振り返って 

 

児童相談センター 家庭児童支援室 技師 今村 菜帆子 

 

 平成２７年４月に入庁し、児童相談センターに言語聴覚士(以下 ST)として配属されて 2年が

経とうとしています。1 年目は先輩の業務を見学させてもらうことから始まりましたが、２年

目からは個別相談、集団療育などメインとして携わる業務も増えました。まだまだ分からない

こと、悩むこともたくさんありますが、先輩方に支えていただきながら日々取り組んでいます。 

 入庁する前は ST として医療機関に勤務していました。そこでは、聴覚に障がいのある子ど

もの聴力検査や言語検査等、評価を行うことがほとんどでした。そんな中、就学を控えた子ど

もの保護者から「聴覚障がいのことを学校にどのように伝え、支援をお願いしていけば良いの

か」と相談を受けました。このことがきっかけとなり、聴覚に障がいのある子どもたちがより

よい生活を送ることができるように、評価後の支援にも携わりたいと強く思うようになりまし

た。そのため、児童相談センターに配属され、聴覚に障がいのある子どもの総合的な支援に携

わることができると知った時は、胸がいっぱいになりました。 

児童相談センターに配属された1年目は、福祉機関で求められるSTの役割に驚かされる日々

でした。同じ職種であっても、機関が異なれば求められる役割が異なるのは当然だと思います

が、これまで経験したことのない業務も多く、想像を上回るものでした。そのため、「どう対

応して良いのか」「こういった対応で良かったのだろうか」と悩み、落ち込むこともありまし

た。そういった中で、様々な保護者と接し、多くの保護者が子どもの将来について不安を抱い

ているということに気が付きました。支援をしていく中で、不安を全て解消することは難しい

かもしれませんが、軽減することはできるのではないかと思い、そのためにはどうしたら良い

のだろうと考えるようになりました。そして「まずは自分自身の考えを変えていかなければな

らない」という答えに行き着きました。これまでは、上手くいかなかったことばかりに目を向

けていましたが、「上手くいかなかったことも、今後、上手くいくために必要だったこと」と

前向きに捉え、どうすれば次に活かすことができるのかを考えるよう心がけました。これまで

の考え方から新しい考え方に変えて行くことは簡単ではありませんが、物事の捉え方を変える

ことで、助言する内容や方法の範囲も広がり、的確な支援を行うことに繋がるのではないかと

思います。 

児童相談センターに配属され2年が経とうとしていますが、これまでに学んだことを忘れず、

聴覚に障がいのある子どもとその保護者の支援に取り組んでいきたいと思います。 



 

 

 

今日までを振り返って 

 

北勢児童相談所 一時保護課 玉置 遥菜 

 

平成２７年４月に北勢児童相談所に配属になり、１年９か月ほど経ちました。この間、わか

らないことばかりで戸惑うことも多かったですが、多くの方に支えていただき感謝の気持ちで

いっぱいです。 

将来について考えたとき、いつの日か人と関わる仕事がしたい、子どもが好きだから子ども

と関わる仕事ができるといいなと思うようになりました。大学で心理学を勉強するなかで児童

相談所のことを知り、目指すようになりました。４月１日に初めて一時保護所の存在について

知り、どんな仕事をするのか、どんな役割なのか最初はわからず、きちんと理解できるまで大

変でした。 

一年目は、やるべきことをやるのに必死で毎日があっという間に過ぎていきました。社会人

も一年目ということもあり、わからないことだらけで周りの方々にたくさん助けていただきま

した。子どもと関わることも、距離が近すぎたり遠すぎたりして、うまく指導することができ

ず、これでいいのかと悩みました。二年目は、知識を増やそう、積極的に行動しようという目

標を立てましたが、なかなかうまくいきません。去年に比べて保護される子どもの人数が多く、

難しい問題を抱える子どもも多いので、関わり方が難しくなっています。一年目に比べると、

少し余裕が出てきて臨機応変に対応できるようになってきたと思いますが、まだまだ勉強の毎

日です。 

私が働いている一時保護所では、さまざまな子どもが入所します。今まで子どもと関わった

機会が少なかったので、最初はどのように対応したらいいのかわからず、子どもと関係を築く

のも難しかったです。保護所の性質上、子どもの入れ替わりが激しいので時間をかけて関わっ

ていくことができません。その中で行動観察をしていくのは大変ですが、退所後少しでも子ど

もたちのためになるように、日々努力しています。また、保護所にいる間に経験やできるよう

になったことを増やしてほしいと思うので、私にできることを考えながら過ごしています。 

一時保護所では子どもと朝から夜まで一緒に過ごします。楽しい時間を一緒に過ごすからこ

そ、注意したり叱ったりするのはとても難しいです。思いがうまく伝わらないことも多く、指

導の難しさを日々感じています。しかし、困っているときにその都度アドバイスをいただけた

り、ベテランの先輩方が職場にたくさんみえるので助けられています。今後は、教えていただ

いたことを吸収し、自分なりの子どもの支援をしていけたらいいなと思っています。 

 


